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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は，学習者理解を促すための
体育教師教育プログラムを開発することで
ある．具体的には，(1)学習者理解を促す体
育教師教育プログラムを開発すること，(2)
学習者理解を促す体育教師教育プログラム
の効果を実証的に検証すること，である． 
 (1)第一に，学習者を主観的に省察し分析
する視点からプログラム開発を継続して行
っている． 
 大学並びに大学院に在籍している学生を
対象に，学習者理解が学習計画並びに教授行
為の変容の可能性に与える影響について検
討している．特に，授業に対する省察が学習
者理解を促す可能性とその理解度を高める
ための指導方略について検討している． 
 そのため，昨年度は，教育実習前の大学生
並びに教育実習生を対象に，変容の可能性を
模索した．その結果，学習者を想定した学習
計画や教授行為の変容を促すには，まずは，
教科内容に関する知識を一定程度習得して
おく必要性が示唆された． 
 (2)第二に、学習成果を高める授業プログ
ラムを開発し，そのプログラムの実施を通し
て，大学院生が学習者の理解を促すかどうか
を検討している． 
 一昨年度公表した小学校におけるボール
運動に関する体育授業プログラムを，教員養
成課程における教職科目である体育科指導
法で実施できる授業プログラムとして試作
し，その授業プログラムを大学生が対象であ
る体育科指導法で実施した．次に，大学院生
に試作した授業プログラムを提供し，指導し
やすいように大学院生に修正させ，同種の授
業で実施させた．そして，大学院生の学習者

の理解が促すことができるかどうかを検討
している． 
 
２．研究の進捗状況 
 (1)第一に，教材内容についての知識が授
業計画能力及び教授行為に与える影響につ
いて明らかにするために、バレーボールのオ
ーバーハンドパスの学習を対象に、「教材内
容についての知識が授業計画能力に与える
影響を明らかにすること」を主題とする研究
課題 1と「教材内容についての知識が教授行
為に与える影響を明らかにすること」を主題
とする研究課題 2に取り組んだ。前者の対象
は、教育実習前の 4年生 3名であり、後者の
対象は教育実習生 3名であった。 
 データの収集に際しては、本人達が作成し
た学習指導計画等のドキュメント、本人達の
授業中の教授行為関する映像並びにインタ
ビューのテキストである。これらのデータに
メンバーズチェックをかけるとともに、トラ
イアンギュレーションをかけることでデー
タとしての信頼性、妥当性を確保した。 
 その結果、前者の場合、学習者を想定した
教授行為を営むことが難しいことが確認で
きた。後者の場合、教科内容に関する知識の
量や構造化の程度が授業中の実際の教授行
為に影響を与えていることが確認できた。 
 昨年度は、少人数の被験者を対象に、デー
タの収集、分析方法に関して信頼性、妥当性
が確保できるようになった。 
 (2)第二に，授業プログラムの開発及びそ
の授業プログラムの成果を確認することが
できた．その授業プログラムを，教職科目の
体育科指導法で実施できる授業プログラム
に修正した．そして，1 名の大学院生がその



授業プログラムを修正し，それを用いて実際
に指導した． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
 計画していた研究は、現時点ではおおむね
順調に進展してきた。その理由は、学部学生
や大学院生の学習者理解の程度を判断する
ためのデータの収集、分析手法に目処がもて
るようになってきたと考えることが大きい。
これにより、今後、対象者数を増やしていく
ことも可能になると考えるためである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 しかし、このような知識の習得は短期間で
は難しい。また、短期間でその理解度を深め
ることも難しい。このような状況を打開して
行くには、集団による学習計画の検討を進め
るという方略が考えられる。集団で学習計画
を作成し、その実現状況を観察、評価する機
会を設定することで、学習計画に即した学習
者理解が促されると考えられる。この効果が
検証されれば、学習者理解を促すための指導
方略についても示唆されることになる。今年
度は、この課題に取り組みたいと考えている。 
 また，対象となる大学院生数を増やし，学
習者に対する理解を促すかどうかについて，
検討を進める． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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